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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成22年3月18日(2010.3.18)

【公開番号】特開2002-230380(P2002-230380A)
【公開日】平成14年8月16日(2002.8.16)
【出願番号】特願2001-28659(P2001-28659)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｑ  30/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｑ  50/00     (2006.01)
   Ｇ０７Ｇ   1/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  17/60    ３２０　
   Ｇ０６Ｆ  17/60    ＺＥＣ　
   Ｇ０６Ｆ  17/60    ３３０　
   Ｇ０７Ｇ   1/12    ３４１Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月1日(2010.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】受注方法、受注装置および記録媒体
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　顧客端末と通信可能に接続され、商品の在庫数量と、当該商品が在庫
限りか否かを示す情報を含む商品情報とを記憶する記憶手段を備えており、当該顧客端末
から商品の発注を受け付ける受注装置における受注方法であって、
　前記受注装置の受信手段が、前記顧客端末から、商品の発注と当該商品の発注数量とを
受信する受信工程と、
　前記受注装置の判定手段が、前記記憶手段に記憶された商品情報に従って、前記受信手
段で受信した商品が在庫限りの商品であるか否かを判定する判定工程と、
　前記受注装置の発注判定手段が、前記判定工程で、前記受信工程で受信した商品が在庫
限りの商品であると判定された場合に、前記受信工程で受信した商品の発注数量が前記記
憶手段に記憶された当該商品の在庫数量を超えるか否かを判定する発注判定工程と、
　前記受注装置の受注制御手段が、前記判定工程で、前記受信工程で受信した商品が在庫
限りの商品であると判定され、かつ前記発注判定工程で前記商品の発注数量が当該在庫数
量を超えると判定された場合に、警告画面を表示部に表示するべく出力し、一方、前記判
定工程で、前記受信工程で受信した商品が在庫限りの商品ではないと判定された場合に、
または前記発注判定工程で前記商品の発注数量が当該在庫数量を超えないと判定された場
合に、前記商品の受注を受け付ける受注制御工程と
　を備えることを特徴とする受注方法。
　　【請求項２】　前記受信工程は、さらに、前記顧客端末から前記商品の届け先を受信
し、
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　前記発注判定工程は、前記判定工程で、前記受信工程で受信した商品が在庫限りの商品
であると判定された場合に、前記受信工程で受信した商品の発注数量が、前記受信工程で
受信した届け先に従って決定される、当該商品が出庫される出庫倉庫の、前記記憶手段に
記憶された在庫数量を超えるか否かを判定することを特徴とする請求項１に記載の受注方
法。
　　【請求項３】　前記記憶手段は、さらに、前記商品の単価と前記顧客の与信額とを記
憶しており、
　前記受注装置の計算手段が、前記記憶手段に記憶された前記受信工程で受信した前記商
品の単価と、前記受信工程で受信した発注数量とから発注額を計算する計算工程と、
　前記受注装置の発注額判定手段が、前記計算工程により得られた発注額が前記記憶手段
に記憶された前記顧客の与信額を超えるか否かを判定する発注額判定工程とをさらに備え
、
　前記受注制御工程は、さらに、前記発注額判定工程で、前記計算工程から得られた発注
額が前記顧客の与信額を超えると判定された場合に、前記表示部に警告画面を表示するべ
く出力することを特徴とする請求項１または２に記載の受注方法。
　　【請求項４】　顧客端末と通信可能に接続され、当該顧客端末から商品の発注を受け
付ける受注装置であって、
　前記商品の在庫数量と、当該商品が在庫限りか否かを示す情報を含む商品情報とを記憶
する記憶手段と、
　前記顧客端末から、商品の発注と当該商品の発注数量とを受信する受信手段と、
　前記記憶手段に記憶された商品情報に従って、前記受信手段で受信した商品が在庫限り
の商品であるか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段で、前記受信手段で受信した商品が在庫限りの商品であると判定された場
合に、前記受信手段で受信した商品の発注数量が前記記憶手段に記憶された当該商品の在
庫数量を超えるか否かを判定する発注判定手段と、
　前記判定手段で、前記受信手段で受信した商品が在庫限りの商品であると判定され、か
つ前記発注判定手段で前記商品の発注数量が在庫数量を超えると判定された場合に、警告
画面を表示部に表示するべく出力し、一方、前記判定手段で、前記受信手段で受信した商
品が在庫限りの商品ではないと判定された場合に、または前記発注判定手段で前記商品の
発注数量が在庫数量を超えないと判定された場合に、前記商品の受注を受け付ける受注制
御手段と
　を備えることを特徴とする受注装置。
　　【請求項５】　前記受信手段は、さらに、前記顧客端末から前記商品の届け先を受信
し、
　前記発注判定手段は、前記判定手段で、前記受信手段で受信した商品が在庫限りの商品
であると判定された場合に、前記受信手段で受信した商品の発注数量が、前記受信手段で
受信した届け先に従って決定される、当該商品が出庫される出庫倉庫の、前記記憶手段に
記憶された在庫数量を超えるか否かを判定することを特徴とする請求項４に記載の受注装
置。
　　【請求項６】　前記記憶手段は、さらに、前記商品の単価と前記顧客の与信額とを記
憶し、
　前記記憶手段に記憶された前記受信手段で受信した商品の単価と、前記受信手段で受信
した発注数量とから発注額を計算する計算手段と、
　前記計算手段により得られた発注額が前記記憶手段に記憶された前記顧客の与信額を超
えるか否かを判定する発注額判定手段とをさらに備え、
　前記受注制御手段は、さらに、前記発注額判定手段で、前記計算手段から得られた発注
額が前記顧客の与信額を超えると判定された場合に、前記表示部に警告画面を表示するべ
く出力することを特徴とする請求項４または５に記載の受注装置。
　　【請求項７】　コンピュータに請求項１、２または３に記載の受注方法を実行させる
ためのプログラムを格納したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【０００１】
　　【発明の属する技術分野】
　本発明は、顧客の端末からの発注に対し、発注内容のチェックなどの受注処理を容易に
する受注方法、受注装置および記録媒体に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明の目的は、顧客からの商品の発注を、受注した時点で受注サーバがチェックする
ことにより、受注処理を容易にする仕組みを提供することにある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【０００６】
　　【課題を解決するための手段】
　本発明は、このような目的を達成するために、請求項１に記載の発明は、顧客端末と通
信可能に接続され、商品の在庫数量と、当該商品が在庫限りか否かを示す情報を含む商品
情報とを記憶する記憶手段を備えており、当該顧客端末から商品の発注を受け付ける受注
装置における受注方法であって、前記受注装置の受信手段が、前記顧客端末から、商品の
発注と当該商品の発注数量とを受信する受信工程と、前記受注装置の判定手段が、前記記
憶手段に記憶された商品情報に従って、前記受信手段で受信した商品が在庫限りの商品で
あるか否かを判定する判定工程と、前記受注装置の発注判定手段が、前記判定工程で、前
記受信工程で受信した商品が在庫限りの商品であると判定された場合に、前記受信工程で
受信した商品の発注数量が前記記憶手段に記憶された当該商品の在庫数量を超えるか否か
を判定する発注判定工程と、前記受注装置の受注制御手段が、前記判定工程で、前記受信
工程で受信した商品が在庫限りの商品であると判定され、かつ前記発注判定工程で前記商
品の発注数量が当該在庫数量を超えると判定された場合に、警告画面を表示部に表示する
べく出力し、一方、前記判定工程で、前記受信工程で受信した商品が在庫限りの商品では
ないと判定された場合に、または前記発注判定工程で前記商品の発注数量が当該在庫数量
を超えないと判定された場合に、前記商品の受注を受け付ける受注制御工程とを備えるこ
とを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の前記受信工程は、さらに、前記顧客端末か
ら前記商品の届け先を受信し、前記発注判定工程は、前記判定工程で、前記受信工程で受
信した商品が在庫限りの商品であると判定された場合に、前記受信工程で受信した商品の
発注数量が、前記受信工程で受信した届け先に従って決定される、当該商品が出庫される
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出庫倉庫の、前記記憶手段に記憶された在庫数量を超えるか否かを判定することを特徴と
する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載の前記記憶手段は、さらに、前記商
品の単価と前記顧客の与信額とを記憶しており、前記受注装置の計算手段が、前記記憶手
段に記憶された前記受信工程で受信した前記商品の単価と、前記受信工程で受信した発注
数量とから発注額を計算する計算工程と、前記受注装置の発注額判定手段が、前記計算工
程により得られた発注額が前記記憶手段に記憶された前記顧客の与信額を超えるか否かを
判定する発注額判定工程とをさらに備え、前記受注制御工程は、さらに、前記発注額判定
工程で、前記計算工程から得られた発注額が前記顧客の与信額を超えると判定された場合
に、前記表示部に警告画面を表示するべく出力することを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項４に記載の発明は、顧客端末と通信可能に接続され、当該顧客端末から商品の発
注を受け付ける受注装置であって、前記商品の在庫数量と、当該商品が在庫限りか否かを
示す情報を含む商品情報とを記憶する記憶手段と、前記顧客端末から、商品の発注と当該
商品の発注数量とを受信する受信手段と、前記記憶手段に記憶された商品情報に従って、
前記受信手段で受信した商品が在庫限りの商品であるか否かを判定する判定手段と、前記
判定手段で、前記受信手段で受信した商品が在庫限りの商品であると判定された場合に、
前記受信手段で受信した商品の発注数量が前記記憶手段に記憶された当該商品の在庫数量
を超えるか否かを判定する発注判定手段と、前記判定手段で、前記受信手段で受信した商
品が在庫限りの商品であると判定され、かつ前記発注判定手段で前記商品の発注数量が在
庫数量を超えると判定された場合に、警告画面を表示部に表示するべく出力し、一方、前
記判定手段で、前記受信手段で受信した商品が在庫限りの商品ではないと判定された場合
に、または前記発注判定手段で前記商品の発注数量が在庫数量を超えないと判定された場
合に、前記商品の受注を受け付ける受注制御手段とを備えることを特徴とする。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１２】
　請求項５に記載の発明は、請求項４に記載の前記受信手段は、さらに、前記顧客端末か
ら前記商品の届け先を受信し、前記発注判定手段は、前記判定手段で、前記受信手段で受
信した商品が在庫限りの商品であると判定された場合に、前記受信手段で受信した商品の
発注数量が、前記受信手段で受信した届け先に従って決定される、当該商品が出庫される
出庫倉庫の、前記記憶手段に記憶された在庫数量を超えるか否かを判定することを特徴と
する。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項６に記載の発明は、請求項４または５に記載の前記記憶手段は、さらに、前記商
品の単価と前記顧客の与信額とを記憶し、前記記憶手段に記憶された前記受信手段で受信
した商品の単価と、前記受信手段で受信した発注数量とから発注額を計算する計算手段と
、前記計算手段により得られた発注額が前記記憶手段に記憶された前記顧客の与信額を超
えるか否かを判定する発注額判定手段とをさらに備え、前記受注制御手段は、さらに、前
記発注額判定手段で、前記計算手段から得られた発注額が前記顧客の与信額を超えると判
定された場合に、前記表示部に警告画面を表示するべく出力することを特徴とする。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【００４７】
　　【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によれば、顧客からの商品の発注を、受注した時点で受注
サーバがチェックすることにより、受注処理を容易にすることが可能となる。
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